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高岡市ホ ー ム ペ ー ジを利用した
Web上 の電子掲示板に関する事例研究
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要 旨
電子掲示板は対話性にす ぐれ , 情報の公開と交流の ための ツ ー ル として パ ソ コ ン通信などにお い て
広く用い られてきた｡ W eb技術における利用者イ ン タフ ェ ー ス の機能が大きく向上した ことから,
W eb 上での電子掲示板はパ ソ コ ン通信の 電子掲示板と同等以上の有用性を持 つ 可能性を秘めて い る ｡
こ の電子掲示板の機能を実践的に研究するため, 高岡市の ホ ー ム ペ ー ジ上に市民の対話を目的とした
電子掲示板を開設し, 1年7 カ月 に渡っ て運用 した ｡ 得られた結果につ い て , 米国で 実施されて い る
代表的な例や日本の 自治体ホ ー ム ペ ー ジで実施されて い る例と比較 しつ つ , 考察を加えた｡ その結果,
市政情報の ような 一 般の人を対象と した公の情報に つ い て の 対話性を高めるの に, W eb上の電子掲示
板が優れ て い る可能性が得られた｡ また, どこか らでもア クセ ス 可能で あるとい うW ebの特性に より,
営業行為に利用される等の 問題点があることがわか っ た｡
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1 . は じめに
イ ン タ ー ネッ トの代表的ア プリケ ー シ ョ ン
と して は電子メ ー ル ,ネ ッ ト ニ ュ ー ス , W W W,
F TP等が挙げられる ｡ そ の中で , 電子掲示板
の機能はネ ッ トニ ュ ー ス で 実現されて い る｡












は , イ ン タ ー ネッ トやパ ソ コ ン通信の利用者
に はある レ ベ ル以上 の コ ン ピ ュ ー タの 素養が
要求され, そ の利用 目的も コ ン ピ ュ ー タに 関
連する分野や学術的な分野に つ い て の 情報交
換が主体であ っ た ｡ しか し, 今日 のように多
く の人が自分の趣味などの個人的な目的のた
めにイ ン タ ー ネッ トを利用するように なると,
電子掲示板の対象分野がより 一 般的なも の -
と広がる 一 方で , コ ン ピ ュ ー タにあまり慣れ
て い ない 一 般利用者でも容易に扱うこと ので
きる操作性が必要とな っ た｡
こ の ような背景から, 利用者イ ンタ フ ェ ー
ス 機能を向上させるために, Web技術を応用
した電子掲示板が作られるように な っ た｡ し
か し, 現在まで の とこ ろ, Web 上に実現され
た電子掲示板はネ ッ ト ニ ュ ー ス やパ ソ コ ン通
信の電子掲示板ほ ど広く使われて い ない よう
である｡ 本論文で は, 実際に高岡市のホ ー ム
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ペ ー ジ上 に電子掲示板を作り , 約1年半の あ ネッ ト ニ ュ ー ス を利用することで , 電子掲示
いだ運用 した経験を基にして , Web上の 電子 板機能を実現して い る
3)
｡
掲示板 の特徴と問題点につ い て考察する ｡ この ように, 記事を ｢読む｣, ｢投稿する｣,
'rリプライ , フ ォ t? - するJ 等の 基本的機能
はネ ッ ト ニ i - ス が持っ て おり, Web 上から
2 . Web 上の電子掲示板
2.1 対話的コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の方法
イ ン タ ー ネッ ト上 で広く用い られて い る対
話的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 方法を次に示す :
1 . 電子メ ー ル
2 . メ ー リ ン グリス ト
3 . ネッ ト ニ ュ ー ス
4 . 電子掲示板
5∴ チャ ット
これ らの方法を, 通信相手の特徴, 即時性
で比較すると表1 のようになる :
表1 対話的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の比較
方 法 通借相手 即 時 性
電 子 メ ー ル 1対1 ○
メ ー リ ン グリス ト 特定多数 ○




掲 示 板 不特定多数 A
チ ャ ッ ト 不特定多数 ◎
こ の ように, ネ ッ ト ニ ュ ー ス と電子掲示板
は特徴が類似して いる ｡ ネッ ト ニ ュ ー ス には
記事の配送機能があり , 記事を保持して いる
コ ン ピ ュ ー タがイ ンタ ー ネッ トの中に分散し
て広範囲にわたっ て い る点が,･ パ ソ コ ン通膚
の電子掲示板や Web 上の 電子掲示板と異な
る1㌔以後, パ ソ コ ン通信の 電子掲示板に つ い
て は論じな い ｡ ｢電子掲示板｣ は ｢Web 上の電
子掲示板｣ の こ とを意味するもの とする ｡
2.2 電子掲示板の特徴
ネッ ト ニ ュ ー ス は基本的な電子掲示板の機
能を含んでおり, 実際, 米国の有名な コ ミ ュ
ニ ティネタトワ ー クであるBlacksbu rg Ele c
tric Village
2)で は , W eb 上か ら ロ ー カ ル の
もNets c ape･Navigatorなどの Webブラウザ
が持つ 標準的なネッ ト ニ ュ ー ス 用の利用者イ
ン タフ ェ ー ス を用い ることができる｡ しかし,
イ ンタ ー ネ ッ トの 一 般利用者向けの電子掲示
板としてネッ ト ニ ュ ー ス を利用する場合には,
以下の ような問題がある :
1 . W ebブラウザが提供するネ ッ トニ ュ ー ス
用の利用者イ ンタ フ ェ ー ス は機能豊富で
あるが , 一 般利用者が持 つ ｢掲示板｣ の
イメ ー ジとは隔た っ ておりなじみにくい ｡
2 . 機能が多い 分, ソフ トウェ アが複雑であ
り , カス タ マ イズが容易で はない ｡ー
以上の問題点は, ネッ ト ニ ュ ー ス が作られ
てきた対象が以下 のように電子掲示板とは異
なることに起因して い る :
1 . 利用者として は, コ ン ピ ュ ー タを使 い こ
なせる人を対象として い る｡
2 . インタ ー ネッ ト全体のような大規模なネッ
トワ ー ク内で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを対
象として い る｡
そこで , W eb 上の 電子掲示 板の意義 を明
確 にするため , その 特徴 を次の ように規定
する:
1 . イ ンタ ー ネ ッ トの ｢般的な利用者向け の
利用者イ ンタフ ェ ー ス を持 つ ｡
2∴ 記事の 読みだ し, 投稿, 返事の よ･うな基
本的機能のみをサポ ー トすればよい が,
一 方では掲示板の用途に応 じた特別 の機
能 を持 つ 等の カス タ マ イ ズが行われて
い る｡
3 . ネ ッ ト ニ ュ ー ス の N N T P4)の ようなデ ー
タ の転送機能を持たない ｡
4 . 投稿者の無記名性が高い ｡





で はない が, こ こ で は2 つ の代表的な例を示
す｡ これ らの例はいずれも2.2節で示 した電子
掲示板の特徴を持 っ て いる ｡
Div e r sity Web の例
大規模なもの と して は米国メリ ー ラ ン ド大
学のDiv e r sityWeb
5)の 中に見る こ とがで き
る｡ Div e r sity Web は教官, 学生, ス タ ッ フ
等, 異なる環境にある参加者間の対話的な情
報の 共有を目的と したWebベ ー ス の プ ロ ジ ェ
クトで , 7 つ の部分に分れて い る ｡ そ の中の
"
W o rk Ro o m s
"6)とい うも っ とも対話的な部
分が, ディ ス カ ッ シ ョ ン ･ ス ペ ー ス と して の
いく つ もの電子掲示板と, ゲス ト講演者や特
別 の トピ ッ ク の ための チャ ッ ト機能で構成さ
れて いる ｡ これ らの Wo血 Ro o m sの特徴を以
下に示す:
1 . 大学全体をカ バ ー するような大分類とそ
の中の小分類とに分れ , 非常に多く の電
子掲示板がテ ー マ ごとに設けられて いる ｡
2 . 電子掲示板の各テ ー マ は主催者が管理 し
て い る｡
3 . 興味の ある電子掲示板に登録すると, 投
稿があ っ たときなどに登録者全員にメ ー
ル が届く ｡
4 . チャ ッ トは特定の 日時の みに行われ , そ
れ以外 の時は開催されな い ｡
日本の自治体の例
日本の都道府県 ･ 市町村の自治体の中には
電子掲示板を使っ て市民 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン を図っ て いるとこ ろが現れてきて いる ｡ 自
治省および地方自治関連団体が共 同で運営し
て い る全国自治体 マ ッ プ検索7)か ら全国の自
治体ホ ー ム ペ ー ジに つ い て電子掲示板の 有無
を調査 した結果 を表2 に示す｡
こ こ で , ｢ゲ ス トブ ッ ク｣ は市民 の 交流を目
数 量 割合(%)
ホ ー ム ペ ー ジ総数 957 100
電 子 掲 示 板 97 10
ゲ ス ト ブ ッ ク 18 2
回 答 の 掲 示 24 3
的とするよりも, 外部からホ ー ム ペ ー ジをア
クセ ス した人にメ ッ セ ー ジを依頼するも ので ,
一 般的な電子掲示板とは別 に集計 した ｡また,
｢回答の掲示｣ は, ホ ー ム ペ ー ジが行っ て い
る電子メ ー ル で の 意見収集 の結果を選択的に
掲示 して い るもの を意味 し, これは2. 2で述 べ
た電子掲示板の特徴を満た して い ない が, 刺
用目的が類似して い るの で ここ に掲載 した｡
こ こ で , 電子掲示板とゲス トブ ッ クの ほ とん
どが以下 の機能の 全部または 一 部を提供 し,
また, それぞれ の 目的にあっ た外観と利用者
イ ンタ フ ェ ー ス を提供 して いる ｡
1 . 表示
2 . 書込み
3 . 返信, フ ォ ロ ー
4 . 削除
各例にお ける電子掲示板の利用状況
Div e r sityWebの例で は電子掲示板が数多く
用い られ ,活発な情報の 交換が行われて い る ｡
Div e r sityWeb はそれ自体が大規模なプロ ジ ェ
ク トで あり, 電子掲示板の運営にも多数の ボ
ラン テ ィ ア などの 要員を必要とする｡ 日本の
自治体の例では電子掲示板の開設はホ ー ム ペ ー
ジ全体の10% 程度あるもの の , 一 般市民によ
る情報交換が自治体全体と して活発に行われ
て い るも の は少なく , コ ン ピ ュ ー タに あまり
慣れて い な い 一 般の利用者をも対象と した電
子掲示板の 目的が十分に達成されるまで には
至 っ て い な い ｡
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3 . 高岡市交洗広場の構築
3.1 交流広場の 目的
高岡市で は, 人 ･ 情報の交流が活発化する
ことによ っ て 地域が活性化 し, 生き生きとし
たまちづ くりが促進されるもの として ｢人と
人 とが活発に交流するまち｣ を目指したまち
づくり.を進めて い る ｡ 平成8年に市中ホ ー ム
ペ ー ジ rほ っ pとほ っ と高岡｣8)を開設し, 地域
情報化を推進するためのツ ー ル として積極的
に活用して い く計画である｡ こ の ホ ー ム ペ ー
ジ上 に, 市民の 間での情報交換を目的とした
電子掲示板である ｢交流広場｣ を開設する こ
とにより , 対話性を生かした市政情報サ ー ビ
ス の 向上に役立てる ことに した ｡ そ して , こ
こで得られ るデ ー タ を分析する ことにより




3 . 電子掲示板 の効果の把握
を行ない , 効果的な電子掲示板の実現方法に
つ い て検討する ことに した｡
3.2 交流広場の要件
上記の 目的の ために, 交流広場が満たすべ
き要件を以下 に述 べ る｡
1 . - 般市民が自分で使うための わかりやす
い利用者イ ン タフ ェ ー ス
2 . 市 の担当者が自分で使うため のわかりや
す い管理者用イ ンタフ ェ ー ス
3 . 市民な どの利用者に よ争自由なテ ー マ 設
定と市政情報 - の質問とそ の 回答機能
4 二市民などの利用者に関する情報を得るた
め の'Ⅳeb 上で の ア ンケ ー ト機能
5 . 交流広場 - の アクセ ス件数集計機能
前章で述 べ たように , 活発 に利用 されて い
るDev e r sityWebの電子掲示板は多数の ボラ
ン テ ィ ア が運営にあた っ て い る｡ しか し, 高
岡市交流広場の場合は運営にあたる市担当者
の負荷を軽減する ことが必須で あり, 要件2
は重要な条件となっ て い る｡
･ また, 市民などの利用者が関心 をいだ い て
い る対象を把握するために自由なテ ー マ 設定
ができるように した｡ それ と同時に市にとっ





以上の 要件を満た して い る電子掲示板機能
を, 著者の 一 人が ｢情報共有ツ ー ル｣ として
実装した9)｡ この ツ ー ル を用 い , 次の ような構












ケ ー トを記入する ｡
･ 質問用掲示板に投稿すると, まず市の担当












197年2月 か ら1998年8月 に至る約1年7
カ月間 のデ ー タを分析 した結果を述べ , 考察
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する｡
4.1 デ ー タの集計結果
(1)アクセス 数につ い て
図3に交流広場 - の アクセ ス 数を示す｡ 他
の ペ ー ジと比 べ て アクセ ス 数が多い ｡
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(2)利用者の情報
利用者 の年齢, 性別 , 県内/ 外の別 につ い
て ア ンケ ー トをと っ た｡ 集計結果を表3 - 義
5に示す｡ なお , 国内比率は文献10)の ウェ ブ
解答者の値を用 いた ｡
表3 利用者の 年齢
10才未満 E) 2.4 0.0
10才 代 4 3.2 5.5
20才 代 43 34.1 ･ 41.0
30才 代 35 ･27.8 36.6
40才 代 31 24.6 14.0
､50才 代ー 6 4.8 2.7
･60才以上 4 3.2 0.2




表6 に各電子掲示板 - の投稿件数, 表7 に




1 . 交流広場の アクセ ス件数はホ ー ム ペ ー ジ
の他の ペ ー ジと比較 して最も多く,･利用
表6 電子掲示板 - の投稿件数
表7 投稿内容の分類
自己活動P R 19. 25.7
市 ↑ の 質 問 EE] .l8.9
高 岡 関 連▲ 13. 1■7.6
掲 示 板 関 連 4 5.4




値で続 いて い る｡ 国内のイ ン タ ー ネッ ト
ユ ー ザの世代別構成比率と比較すると,
40才代 の利用者が多い とい う特徴がある
(表3)｡
3 . 利用者 の性別は女性の比率が11.2%であ
り, 国内と同様の傾向にある (表4･)｡
4 . 利用者 の居住場所は県内が多数を占めた
もの の , 県外からの利用者も31%にの ぼ
り, 場所を選ばないイ ンタ ー ネ ッ トの特
徴がで て い る(表5)｡ 県内の利用者の 中
には高岡市民以外も含まれることから,
ア ンケ ー トに県内外のみならず高岡市民
で あるかどうか の選択も加えた方が, よ
りきめの細か い分析が可能になると思わ
れる｡




･ 自己活動P Rが多い とい うことは, 情
報発信の ツ ー ル として掲示板が使いや
すい ことを表わ して い る｡
･ 市 - の質問が自己活動P Rに次い で 多
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か っ たこか ら, 利用者が行政との対話
を望んで いる こ とが推察される｡
･ 高岡に関する話題 に つ いて の特徴と し
て , 以前高岡に住んで い た人 の投稿が
8件であり, 60%を占めて い る｡ こ の
ことから, 掲示板がバ ー チ ャ ル な高岡
市民との情報交換に適 して い ると考え
られ る｡ なお , 以前高岡に住んで い た
か どうかはア ンケ ー ト結果で はなく投
稿の 内容か ら推測 した ｡
5 . 電子掲示板に つ い ての考察
交流広場の運用結果その も の につ いて の考
察は前章で行 っ たが, こ れ らの結果と2. 3節の
例に基づ き, 電子掲示板 の用途等に つ い て 考
察を加 える｡
5.1 電子掲示板の用途
特定コ ミ ュ ニ ティ 内
パ ソ コ ン通信の電子掲示板の~ように多くの
フ ォ ー ラム を設け, 特定 コ ミ ュ ニ テ ィ 内で の
情報交換に用 いる例が,2. 3節で述べ たDiv e r-
sity Webの ディ ス カ ッ シ ョ ン ･ ス ペ ー ス で
ある ｡ こ こで は電子掲示板が活発に利用され
て い るが, こ のような活用を可能にするため
には, 以下 の条件が必要 と思われ る:
･ 各フ ォ ー ラム に主催者 (管理者) を割当
て るこ とがで きる｡
･ コ ミ ュ ニ テ ィ 内の多く の メ ン バ ー がイ ン
タ ー ネッ トに接続 して い る ｡
Div e rsityWeb は大学を中心と して おり ,多
く のボラ ンテ ィ アがフォ ー ラム の主催者にな っ
て い る｡ また, 大学ではす べ て の メ ン バ ー が
イ ン タ ー ネッ ト - ア クセ ス できるもの と思わ
れる ｡
外部に公開された自治体ホ ー ム ペ ー ジ
高岡市の 交流広場 をは じめとする自治体の
ホ ー ム ペ ー ジ上 で の電子掲 示板は , 市民及び
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近隣の住民を主な利用者と想定 して作られて
はい るが, 自治体外 - も公開されて い る ｡ 高
岡市の場合, 表か らもわかるように, 県外利
用者は県内利用者の 約半数に相当 して い る ｡
県内利用者 の中に は高岡市以外の 住民も含ま
れる こ とから, 市民以外の利用者に対する配
慮も必要で あると思われる ｡
投稿内容は市 - の質問がかなり多く(表7),
市当局 に対する質問用掲示板 - の 投稿内容は
有用なもの が多か っ た ｡ また, 全国自治体の
電子掲示板 (表2) で は, 電子メ ー ル による
質問の 回答を掲示 して いるもの が電子掲示板
数の 4分の 1程度の割合を占めて い る｡ こ の
ようなこ とから,外部に公開された自治体ホ ー
ム ペ ー ジに関して以下が推察される :
･ 利用者は全国に分布する ｡ 特に地方の自
治体で はそ の自治体 の出身者がア クセ ス
する場合が考えられる ｡
･ 電子掲示板の 主催者で ある自治体に対す
る質問 ･ 回答 - の利用者の 関心が高い ｡
5.2 対話性に つ い て
もともと電子掲示板は対話の ための ツ ー ル
であるから, 電子掲示板によ っ て情報交換の
対話性 (双方向性) が向上するか どうかは,
それが どの 程度利用されるかによる ｡
表2 では電子掲示板を設置 して い る割合は
10%で あり , 大き い数字で はな い ｡ また, そ
れ らの電子掲示板の内容を見て みると活発な
もの は少 ない こ とがわか っ た｡ 高岡市交流広
場で は有用な情報交換がいく つ も行われたが,
｢市民 の気楽な交流｣とい う穣 一 般的に広ま っ
て いるとは言 いがたい.
自由なテ ー マ に つ いて電子掲示板が期待 し
たほ ど活発に ならな い理由と して
･ イ ンタ ー ネ ッ トを利用 して いる 一 般利用
者の数が少 ない
を挙げるこ とはで きるが, Dive r sity Webの
ような利用者が多い とこ ろでもテ ー マ を自由
と した電子掲示板が ない とこ ろを見ると, 電
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子掲示板の話題を利用者が自由に選択して投
稿するという形式はあまり適して い な い とい
うことが考えられる｡ 全国自治体の 場合で も
電子メ ー ル による質問 - の 回答を掲示板とし
て掲載して い るもの がかなりあっ た ｡ こ の よ
うなことか ら, 電子掲示板の用途に つ い て は
更に検討すべ きと考える｡
また, 電子掲示板の機能として対話性を向
上させ るには, Div er sity Webの ように, 電
子 掲示板 - の投稿があると登録者全異にメ ー
ル が届くと いうような仕組みが有効で ある と
思われる ｡
5･3 記事の検閲に つ いて
高岡市 の交流広場で は電子掲示板の運用規
定を設け, 公序良俗に反する記事やプライバ
シ ー の侵害, 営業行為に結び つ く記事等を削
除できることにして い る○㌔営業行為につ い て,






雰囲気を保て るので 望ましい ｡' 自治体の電子
掲示板の中には営業広告の記事がたくさん載っ
て いるものが見受けられるが, 一 般利用者 の
投稿を促進するためには, こ の ような記事は
妨げになると思われる｡
一 方で は, 利用者の 自由な交流を促進する
た.めには記事の検閲は妨げになると いう面が
あり ,･ この ような運用規定を設けずに不都合
な記 事を排除する に は以 下 の 方法 が考え ら
れる :
1` . 電子掲示板の ジャ ン ル を限定し, そ こに
′
入 らな いも の は削除する｡ こ の場合, 多
く の ジャ ンル または広 い ジャ ン ル を設け
ない と 一 部の利用者の みに片寄る可能性
がある｡
2 . 電子掲示板を利用する人を登録制にする｡
こ の場合, メ ー リ ン グリス トとあまり変
りがなくなる｡
電子掲示板の ジャ ン ル を限定する方法 は
mv e r sity Web をは じめとして広く用 い られ
て おり, 運用規定などが表にで ない の で自由
な雰囲気を保てるが, 各ジャ ン ル を担当 (管
港) する人が必要なの で マ ンパ ワ ー の確保が
難しい 等の 問題がで てくる｡
6 . ま と め
Web 上の電子掲示板の特徴を活か した ｢交
流広 軌 を高岡市の ホ ー ム ペ ー ジ上に構築し,
1年7カ月 間にわた っ て 運用した結果の主な
結論を以下に述 べ る :
1 . 交流広場の アクセ ス件数は他の ペ ー ジと
比較 して 多く , 電子掲示板が情報の交流
を活発にし, ホ ー ム ペ ー ジ の対話性を高
める可能性が大きい こ とがわか っ た ｡
2 . 交流広場の利用者は県外在住者が予想以
上 に多か っ たこ とから, 県外在住の高岡
市出身者との情報交流を保つ効果がある｡
また, バ ー チャ ル 高岡市民の ようなコ ミ ュ
ニ テ ィをイ ンタ ー ネ ッ ト上に形成する可
能性も考えられる｡
3 . 市 - の質問と回答は交流広場の 重要な機
能で ある｡
また , 電子掲示板 一 般に つ い て考察して得
られた主な結論を以下 に述 べ る :
1 . 国内では電子掲示板の普及率はまだ低く ,
活発な情報交換が行われて いるとこ ろは
少ない ｡ これはイ ン タ ー ネ ッ.トを使える
一 般利用者がまだ少 ない とい う理 由もあ
るが, 電子掲示板の使い方にも問題があ
る｡
2 . 電子掲示板の用途として , 自由テ ー マ の
情報交流は必ず しも向いて いない が,テ ー
マ を細分化すると多く の管理者が必要 に
なるという問題がある｡
3 .,電子掲示板 の用途と して質問と回答 の掲
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示は有用で ある｡ 5 . 電子掲示板の対話性を高めるために電子
4 . 記事の検閲等の運用規定は最小限と し, 掲示板 - の投稿があると記事の 配布を希
利用者の 意見も取り入れ ながら必要に応 望した全員にメ ー ル が届くような仕組み
じて追加 して いく方法が望ま しい ｡ が有効で ある ｡
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A Ca s eStudy of Ele ctromic Bul1eti血 Bo ard o n
the Web Usingthe Web Site.of Taka oka City
KiyoshiRONDO,KeiichiroDO‥,Masal1iro¥A M A M OT O,Sato ruYO NEK AW Aand TetsuyaFUJITA
(Receiv ed October14,1998)
A丑STTtAC T
Bulletin Bo ardSystem s(BtSs)ha vebe e nwi dely u s ed in thepers onalc o mputer c o m m uni-
cation be c a u s e of theirdialog abilitie s. Sinc e u s e rinterfa c efun ctions of Webte chnolog yhave
gre atlyim prov ed, B BSs on the Webha v egreater potentialpo w er of dialog than thos e of the
c onv e ntio nalper s onalc o mpute r c o m m unic ado n. A B BSw as e stablished o nthe Website of
Taka oka City and ha v ebe eム ru n ni g for19m onthsI T he data obtdn ed fr o mthe B BS w a s
studied c om paring wi th the c as es oftypicalU SWeb sites andJap an es epublic Websites.
T he re岳ults of the study s ug ge stthatBliss o nthe Webc anbe e#e ctiv eto enhan c ethe ability
ofexcha ngingpublicinform a也op am o ng ordin ary citizens. It w a sals o sho wn.thatu nre strict
-
ed a cc e s sibility of B BSs on the Web m ayle adto unde sirable u s e of 弧s, S u ch a s c o m m er-
cialadv e rds e血entby spe ciBc c om p anies.
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